
 
 

第  章 はじめに                             

１－１．計画策定の背景と目的                          

本町の地域公共交通は、鉄道や路線バス、タクシーのほか、町内全域と水俣市特定施設への移

動をカバーする予約型乗合タクシー「つなぎタクシー」などの交通体系が提供されています。 

しかしながら、人口減少の影響を受け、利用者の減少やそれに伴う運行収支状況の悪化、交通

事業者における運転士不足や経営環境の悪化など、需要と供給の両面で課題を抱えています。今

後、さらなる本格的な人口減少・高齢社会の到来に伴い、これらの課題はますます深刻化する可

能性があります。  

こうした状況を踏まえ、本計画は、地域公共交通活性化再生法に基づき、利用者の利用実態を

把握し、生活交通手段及びまちの賑わいをもたらす地域公共交通の確保を進め、町の公共交通に

おける現状と課題を整理し、町の実情に合った持続可能な地域公共交通のあり方や今後の施策に

ついて整理・推進することを目的に策定します。 

本計画は、地域公共交通のマスタープランとして位置づけ、今後の施策の指針となるものです。 

 

１－２．計画の区域                             

本計画は、津奈木町全域を計画区域とします。 

加えて、町内外を行き来する鉄道・路線バス・乗合タクシーによる広域移動の活性化にも

取り組みます。 
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１－３．計画の期間                             

計画の期間は、５年間（令和６年度～令和１０年度）とします。  

なお、今後の社会情勢の変化や具体的な取り組みの事業等の進捗状況により、適宜、本計画の検

証及び見直しを行います。 

 

１－４．計画の位置づけ                           

本計画は、「第１０期津奈木町振興計画」を上位計画として、まちづくりに関連する「第２期津

奈木町まち・ひと・しごと創生総合戦略」をはじめとする関連計画との整合性を図り、熊本県地

域公共交通計画と連携した計画を策定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

                

 

公共交通の基本方針（国） 

・交通政策基本法 

・地域公共交通の活性化及び再生に関する法律 熊本県地域公共交通計画 

関連計画 
・津奈木町まち・ひと・しごと創生総合戦略 

・津奈木町過疎地域持続的発展計画 等 

上位計画 

第１０期津奈木町振興計画 
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